
 

 

 

 

 

 

 

 

 6 月 24 日(木)に学校運営協議会を開催しました。この会は、学校運営への必

要な支援に関して協議する機関として設置されています。設置された趣旨は、「保

護者及び地域住民等の学校運営への参画や支援・協力を促進することにより、学

校と保護者及び地域住民等との信頼関係を深め、学校

運営の改善や児童生徒の健全育成に取り組むため。」

とされています。 

 今回は、今年度第１回目の開催だったため、5 時間

目の授業を参観をしていただいた後、学校長から今年

度の学校教育目標や組織体制、これまでの地域による

学校支援活動や現在の子ども達の様子などを説明し、

意見交流をおこないました。 

 コロナ禍の中ではありますが、地域の皆様の温かく、手厚い支援を受けて、矢

部清流学園の子ども達は、たくさんの貴重な体験をさせていただいています。 

 

 

6 月 19 日(土)に第 1 回八女地区バドミントン大会が開催されました。八女地

区には、常設のバドミントン部をもつ学校が矢部清流学園以外になく、これまで

バドミントン大会は開催されていませんでした。 

当日は、筑後北中学校から 3 年女子１名、広川中学校から 2 年男子２名が参

加し、矢部清流学園の子ども達と熱戦を繰り広げました。 

個人戦では、男子で M・S さんが、広川中学校の二人の選手に競った末勝利し、

見事に１位となりました。矢部清流学園のバドミントン部は、7 月 17 日(土)と

18 日(日)に大木町体育館で行われる筑後地区大会に参加します。健闘を祈りま

す。なお、八女地区大会の本校生徒達の結果は、下記に記載します。 

男子シングルス 1 位【M・S】 女子シングルス 2 位【U・K】 

男子ダブルス 1 位【K・S ・ K・H ペア】2 位【A・M ・ E・S ペア】 

女子ダブルス 1 位【T・K ・ T・S ペア】2 位【K・H ・ M・N ペア】 
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敬愛・・・人を大切にする子ども 

克己・・・粘り強く取り組む子ども 

創造・・・主体的に活動する子ども 



 

 6 月 18 日(金)に 5 年生から 9 年生までの子ども達と保護者を対象にして、本

校の教室を使っての上級学校説明会を開催しました。今回は、八女地区の公立・

私立の高校はもちろんのこと、有明高専や城北高校、福岡第一高校など遠方から

もたくさんの上級学校から説明に来ていただきました。今回も一人で 3 つまでの

上級学校のお話を聞くことができました。 

保護者も子ども達も卒業後の進路先について真剣に考える機会となってほし

いと願っています。5 年生は、9 年生までの間に単純に計算しても 15 校の上級

学校の話が聞ける機会となります。 

 矢部清流学園から次の段階へステップアップするまでに、自分の進みたい進路

を見つけ、大きな夢を持って、大きく羽ばたいてほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 6 月 2１日(月)に全校児童生徒で青少年赤十字登録式を行いました。新規に登

録された 1 年生には、青少年赤十字のバッジが贈られ、すでに登録している 2 年

生以上には、消毒用のアルコールが贈られました。 

 その後、後期課程の子ども達は、救命救急講習を受講しました。お互いの命を

守り合う精神と技能を習得して、矢部清流学園の子ども達は、命を大切にする学

習を重ねています。 

 

 

  

 

 

 

  

6 月 25 日(金)に矢部森林組合や愛林クラブのみなさん方のご指導を受けて、

５・６年生が下草刈りを体験しました。矢部村に住んでいるからこそ、林業に

触れられる貴重なこの体験を大切に感じてほしいと思っています。今はまだ幼

い苗木ですが、将来大きな大木へと成長するために日の光が浴びられるように

するための大切な作業です。体力を使う大変な作業ですが、手をかけた分だけ

大きく立派に育つのは、苗木も子ども達も同じだと考えさせられました。どち

らもすくすくと育ってほしいと願っています。作業の後には、冷たく冷えたお

いしいキュウリのご褒美をいただきました。 

 

 

 

 

 

※6 月には、たくさんの行事を行いました。第 8 号にも掲載します。 


